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　9 月 4 日（木）から 9 月 11 日（木）まで開催された平成 26 年第 7 回揖斐川町議会定例会において、平成 25 年度一般会計、
特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
　平成 25 年度決算について皆さんにお知らせします。

平成25年度会計別決算の内訳
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

決　算　総　額 213 億 6,503 万 1,414 円 198 億 1,138 万 9,226 円 15 億 5,364 万 2,188 円
一　般　会　計 157 億 5,273 万 0,259 円 143 億 5,441 万 3,212 円 13 億 9,831 万 7,047 円
特　別　会　計 56 億 1,230 万 1,155 円 54 億 5,697 万 6,014 円 1 億 5,532 万 5,141 円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27 億 4,724 万 6,044 円 26 億 8,840 万 4,218 円 5,884 万 1,826 円
国民健康保険直診勘定特別会計 1 億 1,883 万 7,304 円 1 億 0,870 万 8,511 円 1,012 万 8,793 円
谷 汲 中 央 診 療 所 特 別 会 計 6,796 万 1,630 円 6,704 万 3,271 円 91 万 8,359 円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,588 万 0,632 円 2,416 万 5,265 円 171 万 5,367 円
脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,936 万 0,866 円 1,549 万 1,395 円 386 万 9,471 円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 815 万 8,593 円 627 万 6,154 円 188 万 2,439 円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 7,721 万 3,672 円 7,589 万 1,898 円 132 万 1,774 円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1 億 3,132 万 6,969 円 1 億 2,929 万 6,032 円 203 万 0,937 円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 2,766 万 2,259 円 2,227 万 2,506 円 538 万 9,753 円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 583 万 6,885 円 555 万 3,250 円 28 万 3,635 円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 1,713 万 7,782 円 1,171 万 1,048 円 542 万 6,734 円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 112 万 5,481 円 62 万 1,907 円 50 万 3,574 円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 84 万 2,018 円 15 万 8,049 円 68 万 3,969 円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 11 億 5,179 万 6,140 円 11 億 3,900 万 9,785 円 1,278 万 6,355 円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5 億 0,953 万 0,628 円 4 億 9,699 万 6,115 円 1,253 万 4,513 円
杉 原 地 域 土 地 取 得 等 特 別 会 計 162 万 0,667 円 162 万 0,000 円 667 円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 1,917 万 0,100 円 1 億 1,565 万 0,029 円 352 万 0,071 円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 6,382 万 5,976 円 3,688 万 0,476 円 2,694 万 5,500 円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 8,757 万 2,876 円 2 億 8,260 万 8,869 円 496 万 4,007 円
地 域 情 報 特 別 会 計 2 億 3,019 万 4,633 円 2 億 2,861 万 7,236 円 157 万 7,397 円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 1 億 4,706 万 7,485 円 1 億 4,750 万 2,859 円
上水道事業会計（資本的） 2 億 7,669 万 7,308 円 3 億 6,178 万 8,095 円

平成 25 年度の主な事業
ふじはし星の家増築事業　3 億 0,336 万 0,000 円
コミュニティバス運行事業　1 億 6,063 万 7,000 円
谷汲小学校プール建設事業　　　7,503 万 3,630 円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1 億 1,902 万 2,390 円
総務費　一般的な事務に 28 億 4,040 万 1,141 円
民生費　福祉の充実に 28 億 4,921 万 2,358 円
衛生費　健康づくりや清掃に 13 億 0,502 万 7,020 円
農林水産業費　農林業などの振興に 13 億 1,260 万 3,596 円
商工費　商工業や観光の振興に 4 億 0,711 万 8,744 円
土木費　道路や河川の整備に 10 億 6,062 万 1,593 円
消防費　消防や防災に 7 億 0,795 万 0,333 円
教育費　生涯学習や学校教育に 13 億 1,720 万 1,193 円
災害復旧費 8,235 万 4,250 円
公債費　借入金の返済に 23 億 4,102 万 0,594 円
諸支出金 1,188 万 0,000 円
一般会計歳出総額 143 億 5,441 万 3,212 円

議会費　0.8％

総務費
19.8％

民生費
19.9％

衛生費
9.1％

教育費
9.2％

諸支出金　0.1％

公債費
16.3％

災害復旧費
0.6％

農林
水産業費
9.1％

商工費　2.8％

土木費
7.4％

消防費
4.9％

一般会計
歳出総額

143億5,441万
3,212円

平成25年度の決算をお知らせします
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地方譲与税　　　　　　　　利子割交付金
配当割交付金　　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金　　　　　ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金　　　　地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 31 億 4,903 万 9,640 円
分 担 金 お よ び 負 担 金 1 億 4,361 万 3,724 円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1 億 7,410 万 6,403 円
財 産 収 入 4,822 万 0,794 円
寄 附 金 870 万 9,000 円
繰 入 金 7 億 4,662 万 6,483 円
繰 越 金 5 億 1,701 万 9,492 円
諸 収 入 3 億 2,824 万 9,891 円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1 億 5,029 万 9,000 円
利 子 割 交 付 金 789 万 8,000 円
配 当 割 交 付 金 1,071 万 4,000 円
株式等譲渡所得割交付金 1,709 万 8,000 円
地 方 消 費 税 交 付 金 2 億 1,303 万 3,000 円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,846 万 7,947 円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,750 万 0,000 円
地 方 特 例 交 付 金 640 万 1,000 円
地 方 交 付 税 72 億 8,770 万 8,000 円
交通安全対策特別交付金 264 万 8,000 円
国 庫 支 出 金 7 億 3,924 万 3,460 円
県 支 出 金 7 億 4,953 万 4,425 円
町 　 　 　 　 　  債 13 億 7,660 万 0,000 円

一般会計歳入総額 157 億 5,273 万 0,259 円

11月28日（金）11時00分頃実施します。
　揖斐川町では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（J

ジェイ

-A
ア ラ ー ト

LERT）から送られてくる国

からの緊急情報を、音声告知放送を用いて皆さんへお伝えするシステムを導入していますが、上記日程によ

り情報伝達の試験を行います。

揖斐川町が実施する試験は次のとおりです。

【音声告知放送等による放送試験】

　各家庭の音声告知端末及び屋外スピーカーから以下の内容で一斉放送が行われます。
　〈放送内容〉「これは、テストです。」（×３回） ⇒ 「こちらは、防災揖斐川町です。」 ⇒ チャイム

【注意】揖斐川町以外でも、全国的にさまざまな手段で情報伝達試験が実施されます。

全国瞬時警報システム（J
ジェイ

-A
ア ラ ー ト

LERT）とは

　すぐに対処が必要な地震・津波や武力攻撃などの緊急情報について、国

から町へ人工衛星などを通じて瞬時に配信されるシステムで、皆さんのご

家庭にある音声告知放送を自動的に起動して警報をお伝えするものです。

【お問い合せ先】揖斐川町役場総務部総務課　℡２２－２１１１

依
存

財
源

 67.5％

諸収入　2.1％

地方譲与税等　3.0％

繰越金
3.3％

繰入金
4.7％

寄附金
0.1％

使用料及び
手数料
1.1％

分担金及び負担金
0.9％

財産収入
0.3％

町税
20.0％

町債
8.7％

地方交付税
46.3％

国庫支出金
4.7％

県支出金　4.8％

自主財源
 32

 .5
％

一般会計
歳入総額

157億5,273万
0,259円

音声告知放送などを用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験について
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説

明
会
の
ご
案
内

　

大
垣
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
を
さ
れ

て
い
る
個
人
の
方
を
対
象
に
、
決
算
に
お

け
る
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
28
日（
金
）

　

第
１
回
目　

10
時
～
12
時

　

第
２
回
目　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

大
垣
市
民
会
館　

大
会
議
室

　
　
　
　

大
垣
市
新
田
町
１

－

２

　

青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
確
定
申
告
書

用
紙
に
同
封
し
て
送
付（
２
月
上
旬
）し
ま

す
（
電
子
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

確
定
申
告
用
紙
・
青
色
申
告
決
算
書
用
紙

と
も
に
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）。

　

な
お
、
青
色
申
告
決
算
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

４
１
０
４

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

～
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
～

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
や
最
寄
り
の
避
難
場
所

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
住

む
地
域
の
ど
こ
が
危
険
な
の
か
、
一
番
近

い
避
難
所
は
ど
こ
な
の
か
、
万
が
一
に
備

え
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
宅
付
近
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

既
に
皆
さ
ん
の
お
宅
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
揖
斐
川
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
全
域
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
内

に
お
住
い
の
ご
親
類
や
ご
友
人
の
お
宅
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
か
ら
避
難
情
報
等
が
発
表

さ
れ
る
場
合
は
、
音
声
告
知
放
送
な
ど
を

通
じ
て
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
な
ど
の
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
示
に
従
っ

て
、
速
や
か
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
1.tow

n.ibigaw
a.lg.jp/ 

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、ま
た

は
、配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の
要

因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐
震

診
断
」と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を
評

価
し
、耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

①�

一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
）

　

②�

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面

積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　

無
料

■
受
付
棟
数　

15
棟

■
申
込
期
限　

12
月
15
日（
月
）

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

　

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、「
倒
壊

の
お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ
た
住
宅
の
補
強

工
事
を
所
有
者
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

①�

岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐

震
実
施
す
る
工
事
。

　

②�

補
強
工
事
に
よ
っ
て
建
物
評
点
が
一

定
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

工
事
。（
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
下
さ
い
）

■�

補
助
金
額　

対
象
工
事
費
の
70
％
（
最

大
１
１
５
万
円
。補
強
の
方
法
に
よ
り
、

補
助
金
額
が
変
更
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
た
ず
ね
下
さ
い
。）

■
受
付
棟
数　

２
棟

■
申
込
期
限　

12
月
15
日（
月
）

　

た
だ
し
、本
年
度
中
に
工
事
が
終
了
し
、

支
払
い
完
了
で
き
る
こ
と
。

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

４
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家　

賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

16
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
大
槌
神
社
の
大
祭
「
大

槌
祭
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

年
に
一
度
、
大
槌
町
内
が
一
番
賑
わ

う
日
が「
大
槌
祭
り
」で
す
。
９
月
19
日

か
ら
３
日
間
、
町
出
身
の
方
を
は
じ
め
、

大
震
災
津
波
に
よ
り
県
内
外
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、

町
に
戻
り
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲

間
た
ち
と
と
も
に
、
大
槌
稲
荷
神
社
の

宵よ

宮み
や

か
ら
神み

こ
し輿
渡と

御ぎ
ょ

、
小
鎚
神
社
の
宵

宮
・
神
輿
渡
御
の
順
番
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
槌
ま

つ
り
の
華
の
一
つ
と
し
て
「
虎
舞
」
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
昔
か
ら
航
海
の

安
全
を
祈
願
す
る
も
の
と
し
て
海
の
男

た
ち
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
、
こ
の
踊
り
が
始
ま
る
と
、
踊
り
を

囲
む
観
衆
の
心
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
鹿
子
踊
り
」
や
「
神
楽
・

大
神
楽
」
な
ど
多
く
の
団
体
が
演
舞
し

な
が
ら
、
震
災
に
よ
る
津
波
で
す
べ
て

が
無
く
な
り
、
盛
土
が
始
ま
っ
た
町
の

中
を
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
屋
台
も
多

く
出
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ろ
に
は
、

津
波
で
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
錆
び
た
コ

ン
ク
リ
ー
造
り
の
家
屋
が
残
っ
て
い
る

風
景
も
あ
り
、
祭
り
の
楽
し
い
一
時
と

は
違
う
、
現
実
を
垣
間
見
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
神
輿
の
多
く

は
新
調
さ
れ
、
祭
り
最
終
日
の
神
輿
渡

御
で
は
ご
神
体
を
乗
せ
た
二
基
の
神
輿

が
勢
い
よ
く
町
に
繰
り
出
し
、
町
内
各

地
を
練
り
歩
き
、
最
後
に
神
輿
と
と
も

に
大
槌
湾
に
つ
な
が
る
小
鎚
川
に
入
っ

た
あ
と
、
夕
暮
れ
が
近
づ
く
神
社
に

戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

踊
り
の
中
に
は
、
鎮
魂
の
祈
り
を
込

め
た
「
臼う
す

澤さ
わ

鹿し

子し

踊
り
」
も
あ
り
ま
す

が
、
震
災
か
ら
三
年
半
以
上
経
ち
、
自

宅
を
再
建
し
た
方
、
災
害
公
営
住
宅
に

移
り
住
ん
だ
方
、
復
興
事
業
で
家
族

と
離
れ
頑
張
っ
て
い
る
工
事
業
者
な
ど

様
々
な
方
が
祭
り
に
参
加
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
ま
だ
再
建
の

目
途
も
つ
か
ず
仮
設
住
宅
に
残
り
、
祭

り
の
笛
や
太
鼓
の
音
さ
え
聞
け
な
か
っ

た
方
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

人
々
の
復
興
へ

の
思
い
を
託
し
た

祭
り
が
終
わ
り
、

朝
夕
の
気
温
が

下
が
り
、
肌
寒
く

な
っ
た
大
槌
町
に

秋
が
訪
れ
ま
す
。

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
５
４
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

11
月
４
日（
火
）～
11
月
17
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
26
年
12
月
下
旬
を
予
定

　

北
方
さ
つ
き
住
宅
及
び
、
谷
汲
・
春
日
・

久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営
住

宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
に
つ
い
て

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
相
談
に
、
県
内
の
女
性
人
権

擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

※�

な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平

日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
電
話
番
号　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

皆さんの
ご協力を
お願いし
ます　　

派遣職員
高橋富士夫

威勢のよい「虎舞」の様子

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑯

平成26年度赤い羽根共同募金運動
10月1日～12月31日
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揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ご
加
入

の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
つ
い
て

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
終

了
し
ま
す
！

　

お
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
は
大
丈
夫
で
す

か
？
２
台
目
、
３
台
目
の
テ
レ
ビ
も
お

忘
れ
な
く
。

　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
、
画
面
の

右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
と
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
地
デ

ジ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

○
地
デ
ジ
受
信
の
３
つ
の
方
法

・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
申
込
む
。

・
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
。

・�

地
デ
ジ
対
応
の
録
画
機
器
ま
た
は 

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る
。

※�

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接
続
す
る
場
合
、

ア
ナ
ロ
グ
端
子
が
必
要
で
す
。

◆�

デ
ジ
ア
ナ
変
換
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
電

波
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
し
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ
が
暫
定
的
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
総
務
省
か
ら
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
会
社
な
ど
に
対
し
て
、
平
成

27
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
実
施
す
る
よ

う
に
要
請
が
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０

－

０
７

－

０
１
０
１

　

受
付
時
間　

毎
日
９
時
～
18
時

※
年
末
年
始
以
外

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１

テ
レ
ビ
愛
知
の
再
放
送
終
了
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利

用
の
方
で
、
谷
汲
、
春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
、

坂
内
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
に
「
テ
レ
ビ
愛
知
」
の

再
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
愛
知
は
、
愛
知
県
を
放
送
エ
リ

ア
と
し
た
放
送
局
で
、
岐
阜
県
は
放
送
区

域
外
で
す
が
、
揖
斐
川
地
域
で
は
ほ
と
ん

ど
自
宅
の
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
る
こ
と

か
ら
、
特
例
と
し
て
こ
の
地
域
で
は
同
時

再
放
送
す
る
許
可
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
谷
汲
、
春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
、

坂
内
地
域
で
は
、
か
つ
て
各
共
聴
組
合
で

視
聴
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
を
ふ
ま

え
、
現
在
は
暫
定
措
置
と
し
て
期
限
付
き

で
の
許
可（
再
放
送
同
意
）を
受
け
て
放
送

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
期
限
が
「
平
成
27
年
３

月
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
放
送
終
了
ま
で
」
と

さ
れ
て
お
り
、
来
年
３
月
ま
で
に
、
こ
の

地
域
に
お
け
る
テ
レ
ビ
愛
知
の
再
放
送
は

終
了
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（「
再
放
送
」
と
は
放
送
電
波
を
受
信
し
て

有
線
で
同
時
放
送
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。）

　

�

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
揖

斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
安
全
講
習
の
一
環
と
し
て
10
月
に
Ｊ

Ａ
い
び
川
農
機
セ
ン
タ
ー
に
講
師
を
依
頼

し
、刈
払
い
機
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

初
心
者
か
ら
日
頃
除
草
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
会
員
ま
で
約
30
名
が
、
熱
心
に
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
技

術
力
の
向
上
と
安
全
作
業
を
め
ざ
し
、
こ

の
よ
う
な
講
習
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
12
月
に
は
、
剪
定
講
習
会
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
技
術
を
覚
え
た
い
と
い

う
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員

が
、
長
年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
健
康
と
生

き
が
い
の
為
、
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
登
録
の
説
明
を
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

受
付
時
間　

９
時
～
17
時

昨年の刈払い機講習の様子

昨年の剪定講習の様子
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映
画「
う
ま
れ
る
」上
映
会
ご
案
内

　

映
画
「
う
ま
れ
る
」
は
、
出
産
、
死
産
、

不
妊
、
障
害
、
胎
内
記
憶
な
ど
様
々
な
経

験
を
さ
れ
る
ご
夫
婦
、
ご
家
族
の
生
の
姿

を
見
、
そ
し
て
経
験
を
共
有
す
る
事
で
、

「
自
分
た
ち
が
産
ま
れ
て
き
た
意
味
や
家

族
の
絆
、
命
の
大
切
さ
、
人
と
の
繋
が
り
、

そ
し
て
〝
生
き
る
〟
こ
と
を
考
え
る
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　

こ
の
映
画
は
全
国
で
自
主
上
映
さ
れ
、

40
万
人
が
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川

町
で
も
過
去
２
回
の
上
映
会
と
高
校
、
中

学
で
の
学
校
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

映
画
「
う
ま
れ
る
」
を
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
写
真
家　

松
永
智
恵
美

さ
ん
の
「
い
の
ち
を
あ
り
が
と
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン

奏
者　

児
玉
千
夏
さ
ん
の
演
奏
・
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
７
日（
日
）

　

午
前
の
部　

10
時
～

　

午
後
の
部　

14
時
～

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
料
金　

無
料
※
整
理
券
が
必
要
で
す

　

整
理
券
は
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、

揖
斐
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

■�

そ
の
他　

１
歳
以
上
の
お
子
様
の
託
児

あ
り（
要
予
約　

４
０
０
円
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

映
画
「
う
ま
れ
る
」
上
映
揖
斐
川
実
行

委
員
会

　

℡
０
９
０

－

５
８
７
８

－

９
５
６
０

�

（
細
野
）

　
e-m

ail　

info@
uenokikaku.net（

上
野
）

　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　

℡
２
２

－

１
１
２
０

 

赤
い
電
車
ま
つ
り
２
０
１
４
開
催

　

か
つ
て
谷
汲
を
駆
け
た
赤
い
電
車（
名

鉄
モ
５
１
４
と
モ
７
５
５
）が
保
存
さ
れ

て
い
る
旧
名
鉄
谷
汲
駅
で
電
車
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト「
赤
い
電
車
ま
つ
り

２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
馴
染
み

の「
引
っ
張
れ
！
赤
い
電
車
」や「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
16
日（
日
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

旧
名
鉄
谷
汲
駅

�

（
谷
汲
昆
虫
館
に
隣
接
）

■
内
容　

引
っ
張
れ
！
赤
い
電
車

　
　
　
　

お
楽
し
み
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

�

鉄
道
模
型
運
転
会
、
揖
斐
高
校

お
菓
子
試
食
会　

な
ど

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
谷
汲
昆
虫
館

　

℡
５
６

－

３
８
３
３

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
走
れ
エ
コ
パ
ッ
カ
ー
車
」
の

入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
環
境
保
全
を

願
っ
て
描
い
た
絵
画
を
募
っ
た
「
走
れ
エ

コ
パ
ッ
カ
ー
車
事
業
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び

が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主

催
）。
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
46
人
か
ら

応
募
が
あ
り
そ
の
中
か
ら
、
パ
ッ
カ
ー
車

（
ご
み
収
集
車
）の
車
体
を
飾
る
12
作
品

（
入
賞
）が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、11
月
ご
ろ
か
ら
約
２
年

間
、町
内
で
ご
み
収
集
を
行
な
う
パ
ッ
カ
ー

車
６
台
の
車
体
に
貼
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

谷た
に
ぐ
ち口　

天あ
ま

音ね　
　

お
じ
ま
幼
児
園　

年
長

香こ
う

田だ　

拓た
く

己み　
　

や
ま
と
幼
児
園　

年
長

久く

保ぼ

田た　

悠ゆ
う　

　

揖
斐
小
学
校　

２
年
生

細ほ
そ

野の　

心う
ら
ら来　
　

揖
斐
小
学
校　

２
年
生

松ま
つ

岡お
か　

舞ま
い

子こ　
　

揖
斐
小
学
校　

２
年
生

小お

川が
わ　

萌も

も々

子こ　

揖
斐
小
学
校　

４
年
生

細ほ
そ

野の　

隼し
ゅ
ん

矢や　
　

揖
斐
小
学
校　

５
年
生

後ご

藤と
う　

彩さ
や

香か　
　

清
水
小
学
校　

３
年
生

亀か
め

井い　

拓た
く

海み　
　

清
水
小
学
校　

４
年
生

若わ
か
は
ら原　

愛あ
い

莉り　
　

清
水
小
学
校　

４
年
生

鳥と
り

本も
と　

愛あ
い

子こ　
　

清
水
小
学
校　

５
年
生

太お
お

田た　

く
る
み　

大
和
小
学
校　

２
年
生

�

（
敬
称
略
）

昨年の様子
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【募集期間】　平成26年10月 23日（木）～平成26年11月 20日（木）〈必着〉

【応募資格】　揖斐川町在住、在勤または在学の方

【応募条件】　○�合併 10周年を印象づけるものとし、揖斐川町の魅力、揖斐川町への思いやイメージな
どを表現したもので、分かりやすく、親しみやすいものとします。

　　　　　　 ○文字数は、おおむね20文字以内とします。

【応募方法】　○1人1作品までの応募とします。
　　　　　　 ○�所定の応募用紙または任意の用紙に①住所②氏名（ふりがな）③年齢④勤務先 /学校名

（学年）⑤電話番号⑥キャッチフレーズ（標語）⑦コメント（任意）を記入し、持参、郵送、
FAXまたは Eメールで応募してください。

　　　　　　 ※�応募用紙は、町ホームページからダウンロードできます。（役場及び各振興事務所窓口にも置い
てあります。）

　　　　　　 ※任意の用紙の場合は、「キャッチフレーズ応募」と明記してください。

【応 募 先】　〈持参〉揖斐川町役場総務部政策広報課（庁舎2階）まで
　　　　　　〈郵送〉　〒501－0692　揖斐川町三輪133番地　揖斐川町役場総務部政策広報課あて

　　　　　　〈FAX番号〉　0585－22－0093

　　　　　　〈Eメールアドレス〉　kouhou@town.ibigawa.gifu.jp

　　　　　　 ※メール件名は「キャッチフレーズ応募」としてください。

【注意事項】　○応募作品は未発表かつ自作のもので、第三者の著作権などを侵害しないものに限ります。
　　　　　　 ○応募に係る経費は応募者の負担とし、応募作品は一切返却しません。

　　　　　　 ○応募作品に関する著作権などの一切の権利は、揖斐川町に帰属します。

　　　　　　 ○採用作品は、イベントや各種印刷物、物品、ホームページなどで
　　　　　　　 使用します。

【選考・発表】　�町で開催する選考会にて審査・選考を行い、採用作品を決定し、
　　　　　　　 採用者へ通知するとともに町ホームページなどで発表します。

【表　　　彰】　採用者は、平成27年1月31日開催の合併10周年
　　　　　　　 記念式典で表彰し、記念品を贈呈します。

【お問い合せ先】　揖斐川町役場　総務部　政策広報課
　　　　　　　　 TEL　0585－22－2111（内線111）

　平成 27 年 1 月 31 日に揖斐川町合併 10 周年を迎えます。町民の皆さんがより一
層一体感を高め、さらなる飛躍の機会とするため、記念式典を始めとして合併 10 周
年記念事業（記念イベントなど）を実施します。この記念事業を広く PR していく、心
に響くキャッチフレーズ（標語）を募集します。

どしどし応募してね

「キャッチフレーズ」募集！

合併10周年
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　ウイキョウはセリ科でヨーロッパ地中海沿岸地方の原産です。フェンネルとも呼ばれます。大型の多年生

の草本です。高さは 2 メートルにも達します。7 ～ 8 月頃に枝の先に大型の複散形花序をつけて、多数の小

さい黄色花を付けます。果実は小さく種子に間違えられます。

　薬用には果実、根、茎葉を用います。9 ～ 10 月頃に果穂を刈り取り、日干しで乾燥させ、敷物の上で叩い

て果実を打ち落とします。果実だけをさらに日干しで 2 ～ 3 日よく乾燥させます。生薬では茴
ウイキョウ

香と言います。

根は 7 月頃に掘り取り、水洗いして日干しで乾燥させます。生薬では茴
ウイキョウコン

香根、花期に地上部を刈り取り､ 日

干しで乾燥させたものが茴
ウイキョウケイヨウ

香茎葉と言って、中国では茴香と同じように用います。

　果実には強い芳香が有り、その精油成分はアネトール、フェンコンが主成分です。ほかにピネン、リモネン、

アニスアルデヒドなどが含まれています。

　茴香は腸のぜん動運動を促し、胃腸内のガスを排出させる作用がありま

す。漢方では止痛、健胃の効能があるので、下腹部の冷痛、腎虚による腰痛、

胃痛、嘔吐、去痰、かっけの治療に用います。茴香を粉末にして一日量 0.5

～ 2 グラムを数回に分けて服用します。また茴香の 5 ～ 10 グラムを 500

ミリリットルの水で煎じ､ 冷まして一日三回食後に服用します。

　外用の場合は粉末として、熱くなるまで炒って温湿布として用います。茴

香根はリュウマチ性関節痛に効き目があり、この場合は新鮮なものを 10 ～

20 グラムを煎じ冷後に服用します。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
10
日（
金
）、
西
濃
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
宗そ

う
み
や宮
正ま

さ
か
ず和
様
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
体
育
事
業（
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
）へ
の
寄
付
金
３
０
０
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

堀
部　

み
つ
さ
ん（
清
水
）

�

９
月
５
日（
金
）　

95
歳　

　

堀　

み
さ
を
さ
ん（
脛
永
）

�

９
月
７
日（
日
）　

95
歳

　

細
野　

一
男
さ
ん（
小
島
）

�

９
月
14
日（
日
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

いびがわ　特産品シリーズ ウイキョウ（セリ科）

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の


